
 

                                          

 

 

 

 

和歌山大学岸和田サテライト事業報告 2015 
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はじめに 

 

 

和歌山大学は、大阪府岸和田市との地域連携推進協定にもとづき、2006 年 4 月、岸和田市立

浪切ホールに岸和田サテライトを開設しました。岸和田サテライトでは、和歌山大学の学部開放

授業（教養科目）・大学院経済学研究科授業および専門研究・公開講座等を開講・実施し、地域

のみなさんに高等教育・生涯学習の機会を提供しているほか、地域課題の解決に向けた各種の研

究や連携事業を展開しています。 

2015 年度は、本学と岸和田市との連携の指針となる「和歌山大学・岸和田市地域連携戦略ビ

ジョン 2014－2023、同アクションプラン 2015－2017」に沿って、戦略的・計画的な事業運営に

取り組みました。このビジョンおよびプランは、本学と岸和田市との連携の目的である４つの「目

指す姿」を軸に、それらを実現するための各種事業および組織運営の充実を図るために策定した

ものです。 

岸和田サテライトの各種事業は、自主事業としての活動と、本学の各部局が岸和田市を中心と

した大阪府南部（泉州地域）で事業を実施する際の調整・協力等の諸活動からなっています。 

 本事業報告においては、前者の事業活動に重点をおきつつ、地域における本学の教育研究およ

び連携活動等の概要を、上記の４つの「目指す姿」に沿って報告しています。 

今後ともサテライト事業にご支援・ご指導のほど、よろしくお願いいたします。 

 

2016年 3月     

和歌山大学岸和田サテライト長  藤田 和史（経済学部准教授） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

事業体系表 

 

（和歌山大学・岸和田市地域連携戦略ビジョン・同アクションプランに沿った事業分類） 

目指す姿 事 業 分 類 

Ⅰ 
高等教育機能を 

発揮している 
1 高等教育事業 

１－１ 大学授業の開講 

１-１-１ 高度職業人養成型授業の開講 

１-１-２ 地域課題探求型授業の開講 

１-１-３ 文化・教養型授業の開講 

１－２ 学習環境の充実 １-２-１ 学習環境の充実 

Ⅱ 

市民の生涯学習活

動をサポートして

いる 

2 
生涯学習機会の

提供 

２－１ 
わだい浪切サロ

ンの充実 

２-１-１ 継続実施と新たな展開 

２-１-２ 戦略的な周知活動 

２－２ 
セミナー等の 

開催 
２-２-１ セミナー等の開催 

Ⅲ 

地域課題の発見と

解決・大学の知的

資源と住民の交流

をサポートしてい

る 

3 地域研究事業 ３－１ 地域研究事業 ３-１-１ 
地域課題の解決に向き合う事業の 

実施 

４ 各種連携 

４－１ 各種連携 

４-１-１ 学校教育分野の連携促進 

４-１-２ 
生涯学習分野・まちづくり分野の 

連携促進 

４-１-３ 連携ひろば「ワダイ×キシワダ」の運営 

４－２ 

岸和田サテライ

ト友の会への 

支援 

 

４-２-１ 

 

 

友の会の活動促進、地域との連携 

 

Ⅳ 
持続可能な連携組

織となっている 

5 組織体制・財政 

５－１ 
戦略的な組織 

体制 

５-１-１ 地域連携推進協議会の充実 

５-１-２ 大学の連携体制の強化 

５-１-３ 市の連携体制の強化 

５－２ 
事務局機能の 

充実 
５-２-１ 事務局機能の充実 

５－３ 財政運営 ５-３-１ 持続可能な財政運営の検討 

５－４ 
効果的な広報 

活動 
５-４-１ 

多様なチャンネルによる戦略的 

広報の実施 

６ 事業立地 ６－１ 事業立地 ６-１-１ 事業立地の検討 
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事業体系表（和歌山大学・岸和田市地域連携戦略ビジョン・同アクションプランに沿った事業分類） 

 

１ 高等教育事業                                                                                          

（１）学部開放授業 ························································· １ 

（２）大学院授業 ··························································· ３ 

（３）大学院経済学研究科修士課程 ··········································· ４ 

（４）学習環境の充実 ······················································· ４  

２ 生涯学習機会の提供                                                                   

（１）わだい浪切サロン ····················································· ５ 

３ 地域研究事業                                         

（１）「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究 －岸和田市を中心に－」 ··· ８ 

（２）岸和田市山手のまちづくり研究 ········································· ９ 

（３）地域発展学習プログラムの開発と実施に関するセミナー ················· １０ 

４ 各種連携 

（１）学校教育分野 ······················································· １１ 

（２）生涯学習・まちづくり分野 ··········································· １３ 

（３）岸和田サテライト友の会の活動支援 ··································· １５                                       

５ 組織体制・事務局機能                                    

（１）組織的な連携推進 ··················································· １８ 

（２）地域連携コーディネーターの活動 ····································· ２０ 

（３）広報活動・各種協力 ················································· ２１ 

（４）地域からの問い合わせ対応 ··········································· ２３ 

 

資料編  

  開講授業科目一覧／履修・受講のべ人数の推移／授業アンケート結果／わだい浪切サロン男女別参加者数・割合の

推移／わだい浪切サロン居住地別参加者数・割合の推移／わだい浪切サロン新規参加者数・割合の推移／事業告知

チラシ／岸和田市附属機関委員等の就任状況／和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会名簿／和歌山大学・岸和

田市地域連携推進協議会企画運営委員会名簿／連携ひろばワダイ×キシワダ会員名簿／和歌山大学岸和田サテラ

イト教職員名簿／活動記録 
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１ 高等教育事業 目指す姿Ⅰ：高等教育機能を発揮している   

 

和歌山大学岸和田サテライトでは、本学が有する高等教育機能を活用して、社会人の学び直

し・地域課題の探求やスキルアップなど、大人の学習ニーズに即した学部開放授業（教養科目）

と大学院授業（経済学研究科）を開講しています。 

2015 年度は、学部開放授業 4 科目と大学院授業 8 科目を開講し、受講・履修者はのべ 162 名

でした。授業は、土曜日と平日夜間に浪切ホールで開講しています。 

 

（１） 学部開放授業                      （「教養の森」センター） 

 

  18 歳以上の方を対象に、本学「教養の森」センターのサテライト科目を学部開放授業として

開講しています。〈地域課題探求型科目〉、〈文化・教養型科目〉の 2 系統の授業を開講し、社

会人と本学学部生が履修しています。 

 

学期 科目名 担当学部   担当教員 受講者数 

前期 

 市民活動の歴史と課題 

＜地域課題探求型科目＞ 

教育 

経済 

越野 章史 准教授 

中島 正博 准教授 

14 

（2） 

漱石と大阪 

＜文化・教養型科目＞ 
非常勤講師 

恩田 雅和 氏 

（天満天神繁昌亭支配人） 

18 

（4） 

                                      （内：学部学生数） 

■「市民活動の歴史と課題」 

第 1～3 回（担当：越野先生）では、日本の明治～現代における

市民活動・運動（自由民権運動・水俣病・平和運動）を取り上げ

ました。第 4～6 回（担当：中島先生）では、近年の市民活動・運

動を地元学の視点で学び、第 5 回では岸和田市社会福祉協議会か

らゲストを招き、地域が抱える問題・課題についてお話しいただ

きました。最終回は、市内を歩くフィールドワークをおこないま

した。（写真上） 

 

■「漱石と大阪」 

文豪夏目漱石は、生涯に 4 回大阪を訪れています。授業では、

その背景や作品に及ぼした影響を辿るとともに、漱石が愛好し

た寄席や落語の世界についても取り上げました。現地学習では、

浜寺公園と妙国寺（堺市）、天満天神繁昌亭（大阪市）を訪問・

見学しました。（写真下）  
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学期 科目名 担当学部   担当教員 受講者数 

後期 

地図で地域をみる・発信する 

＜地域課題探求型科目＞ 

経済 

システム工学 

非常勤講師 

藤田 和史 准教授 

原 祐二 准教授 

西村 雄一郎 氏 

（奈良女子大学） 

28 

 （9） 

身の回りのデジタル機器のしくみ 

＜文化・教養型科目＞ 

システム工学 

土谷 茂樹 教授 

長瀬 賢二 教授 

野村 孝徳 教授 

村田 頼信 准教授 

鈴木 新 講師 

松本 正行 教授 

24  

（17） 

（内：学部学生数） 

■地図で地域をみる・発信する 

地形図・GIS（地理情報システム）の基礎知識に関する講義に続いて、OpenStreetMap（ウェ

ブ上で自由に編集・利用できる地図）と localwiki（ウェブ上での地域情報の編集・発信）に

チャレンジしました。実習では、GPS ロガー（移動経路を記録する器具）を持ってまち歩きを

おこない、写真やオリジナルのコメントなどを取り込んで地域の情報を発信しました。地図と

いう媒体をまちづくりや地域づくりに応用する方法を学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■身の回りのデジタル機器のしくみ 

身近にある様々な AV 機器や情報機器を取り上げ、その構造や働きを学びました。普段の生

活で使用するほとんどの機器にはマイクロコンピューターが搭載され、そのおかげで多くの機

能が備わっています。6 名の先生方により、特別な専門知識をもたない人にも理解できるよう

工夫された授業になりました。 
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（２）大学院授業                          （経済学部研究科） 

 

大学院授業では、経済学研究科による〈高度職業人養成型科目〉、〈地域課題探求型科目〉

を開講し、幅広い年代の社会人科目等履修生および大学院生がともに学んでいます。高度職

業人養成型科目は、将来の修士課程進学を視野に入れた科目等履修生が多く、地域課題探求

型科目の一部は、（大阪市、堺市を除く）大阪府内地方自治体職員の研究研修事業（マッセ OSKA

「地方分権ゼミナール」）としても活用されています。 

 

学期 科目名 担当教員 受講者数 

前期 

租税法英米判例特殊問題 
片山 直子 教授 

佐古 麻理 非常勤講師 

 5 

 （4） 

相続税法特殊問題 片山 直子 教授 
 15 

 （12） 

法人税法特殊問題 林 幸一 非常勤講師 
 7 

 （4） 

民事紛争とその法的解決※ 吉田 雅章 准教授 
 18 

 （12） 

                                   

学期 科目名 担当教員 受講者数 

後期 

簿記論特殊問題 山田 恵一 准教授 
 7 

 （7） 

租税法実務特殊問題 近畿税理士会 
 8 

 （4） 

国税通則法特殊問題 片山 直子 教授 
 9 

 （8） 

政策形成論 ―社会や組織の問題解決のため

の論理的思考法入門―※ 
江口 雅祥 非常勤講師 

 9 

 （5） 

（※は地域課題探求型科目、その他は高度職業人養成型科目）          （内：大学院生数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       「租税法実務特殊問題」         「政策形成論 －社会や組織の問題解決の 

ための論理的思考法入門－」 
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（３）大学院経済学研究科修士課程              

 

2015 年度、税理士を目指す 13 名の院生が岸和田サテライトで租税法の研究指導を受けまし

た。（M1：6 名、M2：7 名） 

 

学期 科目名 担当教員  受講者数 

通年 専門研究Ⅰ 片山 直子 教授 1 

通年 専門研究Ⅰ・Ⅱおよび修士論文 渡邉 英之 教授 12 

 

 

 

（４）学習環境の充実 

 

■サテライト図書資料 

大学院・学部授業のテキスト・参考文献をはじめ、租税法院生の 

研究に必要な専門書や大学と地域の連携に関する図書を中心に購入 

し、蔵書の充実に努めています。2015 年度は、購入図書 26 冊、そ  

の他各学部の定期刊行物の受入れ、本学教員の抜き刷り論文、他大 

学の報告書などの受け入れがありました。 

 

■サテライト自習室 

大学院生、科目等履修生を中心に、2014 年 4 月～2015 年 3 月に  

429 件の利用があり、論文執筆や資料検索等のために自習室が有効 

に活用されました。 
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２ 生涯学習機会の提供 目指す姿Ⅱ：市民の生涯学習活動をサポートしている 

 

（１）わだい浪切サロン 

 

毎月第 3 水曜日の夜（2 月と 8 月を除く）、年間 10 回の“mini 和歌山大学”を開催していま

す。「わだい浪切サロン」は地域への本学の教育・研究活動の PR の場としての役割を果たすと

ともに、住民の多様な関心に応える学習と交流の機会として定着しています。                     

                                  （所属・職名は当時） 

年間参加者合計 528名 

 

 

 

回 月日 内  容 話題提供者（所属） 参加数 

71 4.15 
地域からの学び その魅力と魔力 

―「夢の種を蒔く学校と地域社会」のエピローグ― 

阿部 英之助 特任准教授 

（教育学部） 
25 

72 5.20 世界的博物学者南方熊楠から何を学ぶか 
谷脇 幹雄 氏 

（南方熊楠記念館館長） 
74 

73 6.17 
地元の自然とともに 

―二十歳のきしわだ自然資料館― 

風間 美穂 氏 

（きしわだ自然資料館学芸員） 
49 

74 7.15 人工知能が浸透する情報システムの未来 瀧 寛和 学長 61 

75 9.16 
都市の情景 

―文学にみる格差問題と労働― 

前川 真行 氏 

（大阪府立大学准教授） 
25 

76 10.21 
消えゆくことばを追って 

―言語消滅の危機に対して私たちができること― 

遠藤 史 地域連携・生涯学習セ

ンター長/教授（経済学部） 
45 

77 11.18 オープンデータと地域振興 
満田 成紀 准教授 

（システム工学部） 
41 

78 12.16 思春期の心との向かい方 
則定 百合子 准教授 

（教育学部） 
50 

79 1.20 憲法判例からみる日本国憲法の現状 
森口 佳樹 教授 

（副学長・経済学部） 
64 

80 3.16 ワイドショーより面白い幕末明治の浮世絵 
菅原 真弓 准教授 

（「教養の森」センター） 
94 
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「わだい浪切サロン」参加者アンケート（感想）から 

 

◆ 第 71 回「地域からの学び その魅力と魔力」 

・農業だけでなく、支援学校との連携や行政的な課題に触れるなど、様々な模  

索を知ることができ、予想より面白いと思える講演でした。（40 代男性） 

・フィールドワークはただ調査するだけではなく、結果を社会的に還元するこ   

とが重要であると認識することができました。（40 代男性） 

・今までにもありましたが、浪切サロンから発展した講義を創設していただけ  

るとありがたいです。（40 代男性） 

 

◆ 第 72 回「世界的博物学者南方熊楠から何を学ぶか」 

・南方熊楠の時代には、海外に行くにも船、学術研究も書き写しからはじまり、 

 自然を守るために奔走され、今更ながらすごい方だと思いました。好奇心と  

行動力で広く深く追求し、研究を後世に残した熊楠。とてもインスパイアさ 

れました。（女性） 

・博物館のできた経緯をはじめ、ビデオを交えて人物像も語られ、時間が経つ 

のを忘れるくらい楽しい時間でした。（40 代男性） 

 

◆ 第 73 回「地元の自然とともに ―二十歳のきしわだ自然資料館―」 

・とても丁寧で詳しい説明で聞きやすかったです。きしわだ自然資料館には小  

さい頃何度か行ったことがありますが、ここまで様々な活動をしていたとは 

知りませんでした。今は大学生になって、当時と見方が変わったと思うので、 

改めて行ってみようと思いました。（10 代男性） 

・私は博物館学芸員の資格をとるために、ミュージアム学を学んでいます。 

最近、子どもたち（未来の来館者）をいかに増やすかということを勉強した 

ばかりで、今日お話しいただいた子ども向けの企画はすごく勉強になりまし 

た。（10 代女性） 

 

◆ 第 74 回「人工知能が浸透する情報システムの未来」 

・話の内容に引き込まれ、いい勉強になりました。質問にも噛み砕いて回答さ 

れたので、わかりやすかったです。（40 代女性） 

・見間違い、聞き間違い、間違いを探すことはコンピュータ（人工知能）は得 

意だと思うが、創造する分野はどうでしょうか。レベルはまだ低いのでしょ 

うか。（70 代男性） 

・お金持ちの人が、人に優しい人工知能に投資しているというところが面白か 

った。（30 代男性） 
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◆ 第 75 回「都市の情景」 

・事前の予想とは結構違った、やや暗い部分が描かれた小説を基調に進められた

ことに触発された気がしました。（40 代男性） 

・文学作品の書かれた時代の社会経済情勢を研究しながら作品を読むことで理解

が生まれてくると思いました。（60 代男性） 

 

◆ 第 76 回「消えゆくことばを追って」 

・言語消滅は意外と簡単に起こるというのが耳に残りました。極端に言えば、1  

世代で消滅してしまう。言語をおろそかにすることの怖さを感じました。また、   

フィールドワークの楽しさや苦しさ、意図から逸れたことが起こってもそれを 

理解に生かしていくところなどが興味深く思いました。（40 代男性） 

・少数の人しか話さないユカギール語を研究するに際して、辞書もないゼロから 

の研究が大変だったと思います。（60 代男性） 

 

◆ 第 77 回「オープンデータと地域振興」  

・行政の職員ですが、”オープンデータ”という言葉すらきちんと理解していませ 

んでした。職員にも共有し、地域の課題解決に生かしていけるよう、初めの一  

歩を踏み出していきたいと思います。（30 代女性） 

・データを公開することで、バラバラの情報をまとめたりして問題を見えるよう  

にし、人々が動くきっかけになることがわかりました。（40 代男性） 

 

◆ 第 78 回「思春期の心との向かい方」 

・アイデンティティの確立なく大人になることが、親としての自覚や子育ての不  

安に影響し、それが子どもに伝わってきているのだと思います。（60 代） 

・流動化する現代、我々大人にも思春期性があるようにも思えた点が興味深かっ 

た。（40 代男性） 

 

◆ 第 79 回「憲法判例からみる日本国憲法の現状」 

・日本国憲法は難しいと思って参加しましたが、判例を中心に講義していただ  

け、理解しやすかったです。先生のお話をお聞きして、憲法や民法、地方自治 

法を読んでみようと思えるようになりました。（20 代女性） 

・本日の講演に際し、事前に憲法を読み直す機会ができて有難かった。社会実務 

に即応した内容であり、よかったです。（70 代男性） 

 

◆ 第 80 回「ワイドショーより面白い幕末明治の浮世絵」 

・教科書で習ったような浮世絵の話題ではなく、一般庶民の暮らしや災害、流 

行、考え方を絵によって広く伝えていることがわかりました。（40 代男性） 

・江戸から明治の浮世絵や錦絵は、今のワイドショーと違って、笑いを誘い、 

みんなを元気にする、昔の人のパワーを感じました。（30 代女性） 
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３ 地域研究事業 

目指す姿Ⅲ：地域課題の解決と大学の知的資源と住民の交流をサポートしている 

 

高等教育事業（学部開放授業、大学院授業）や生涯学習事業「わだい浪切サロン」等では必ず

しも対応が十分にはできない地域課題の解決支援と住民参加型事業の構築を目的とする地域課題

研究型プログラムを 2012 年度から実施しているほか、学内公募型プロジェクトによる地域研究事

業等をおこなっています。 

 

（１）「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究－岸和田市を中心に－」 

（平成 26年度・27年度地域課題研究型プログラム） 

 

昨今の少子化の進展による児童・生徒数の減少にともなう複式学級化や学校統廃合などの課題

を背景に、岸和田市においても早い段階での準備を進める必要があると考えられることから、本

学名誉教授久保富三夫氏を助言者として迎え、和歌山大学岸和田サテライト、岸和田市教育委員

会学校教育課、岸和田市政策企画課による研究会を組織しました。 

研究会では、少子化による全国的な傾向と市内市立学校の現状および将来予測について、各種

統計データに基づく確認と整理を行い、小規模特認校化の検討を含む今後の展望にふれつつ、本

研究のまとめとして報告書を作成しました。 

 

 

 

 

 

 

○出席者 

助言者：          久保 富三夫 氏（帝塚山学院大学教授/和歌山大学名誉教授） 

  和歌山大学：        藤田 和史（経済学部准教授/岸和田サテライト長） 

西田 喜一 （地域連携コーディネーター） 

神谷 千春 （地域連携コーディネーター） 

岸和田市：         松村 愼治 学校教育課長    

川田 智子 指導主事 

橋本  純  （政策企画課） 

井元 智美 （政策企画課） 

○研究会等開催（2015 年度） 

 6 月 4 日 （岸和田市役所) 

 7 月 10 日 (岸和田市役所) 

 10 月 5 日 (岸和田市役所) 

 11 月 9 日 (岸和田市役所) 

 1 月 18 日 久保教授による庁内レク（岸和田市職員会館） 

3 月 22 日 (岸和田市役所) 
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（２）「岸和田市山手のまちづくり研究」 

（平成 26 年度和歌山大学独創的研究支援プロジェクト：「エリアマネジメント組織との連携によ 

る実践型まちづくりに関する研究」） 

 

少子高齢化社会における地域の集落・コミュニティの維持についての問題意識の下、和歌山大

学と岸和田市都市計画課の協働による 2 年間（平成 26 年度～27 年度）の研究事業が終了しまし

た。研究会では、岸和田市の市街化調整区域の地域的性格・都市近郊農業の現状等をふまえた基

礎的調査に続いて、住民の地域での生活の現状や定住意向を探るパイロット調査（ヒアリング調

査）、市街化調整区域のまちづくりの先行事例である兵庫県加古川市への視察調査を行い、これ

らの成果を報告書にまとめました。 

岸和田サテライトと岸和田市政策企画課は、学内および庁内の各種調整とともに研究会活動全

般のサポートを行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○出席者（2015 年度） 

  和歌山大学：                堀田 祐三子 観光学部教授 

金子 泰純 システム工学部教授 

藤田 和史 経済学部准教授/サテライト長 

神谷 千春 地域連携コーディネーター 

西田 喜一 地域連携コーディネーター 

岸和田市：                  渡邊 光司（都市計画課） 

   小竹 雄介（都市計画課） 

橋本  純 （政策企画課） 

井元 智美（政策企画課） 

 ○開催（2015 年度） 

  5 月 15 日 第 5 回研究会（和歌山大学） 

6 月 15 日 第 6 回研究会（和歌山大学） 

6 月 22 日 第 7 回研究会（現地事前調査：岸和田市） 

7 月 13 日 ヒアリング調査（岸和田市職員会館） 

10 月 1 日  第 8 回研究会（和歌山大学） 

10 月 29 日 第 9 回研究会（和歌山大学） 

11 月 27 日 加古川市視察調査 
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（３） 地域発展学習プログラムの開発と実施に関するセミナー（地域連携・生涯学習センター） 

 

和歌山大学地域連携・生涯学習センターは、地域発展のための主体的力量形成に貢献する

学習内容と実施のあり方を探求する「地域学習発展プログラムの開発と実施に関するセミナ

ー」（岸和田会場）を毎年開催しています。 

2015 年度は、「地域の課題解決に向き合う学びの創造と自治の担い手形成～人口減少社

会・社会教育施設と職員の役割～」をテーマとして、基調講演とパネルディスカッション

を実施しました。（共催：岸和田市・岸和田市教育委員会、後援：岸和田サテライト友の会） 

 

■「地域の課題解決に向き合う学びの創造と自治の担い手形成 

～人口減少社会・社会教育施設と職員の役割～」  

 

○開催  2016 年１月 30 日（土）13 時～16 時半（岸和田市立浪切ホール特別会議室） 

○参加者 57 名 

○内容   

第一部 基調講演  「地域の課題解決に向き合う学びの創造と自治の担い手形成」 

  講師：上野 景三 氏（佐賀大学文化教育学部教授） 

  第二部 事例紹介  大塚 和弘 氏（泉大津市教育委員会生涯学習課スポーツ青少年係長） 

佐藤 律子 氏（和歌山県橋本市社会教育委員会議議長） 

松阪 正登 氏（岸和田市教育委員会生涯学習部長） 

佐藤 秀雄 氏（文部科学省社会教育課課長補佐） 

コメンター   浅野 秀重 氏（金沢大学地域連携センター教授） 

コーディネーター   村田 和子 (和歌山大学地域連携・生涯学習センター教授) 
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４ 各種連携 

目指す姿Ⅲ：地域課題の解決・大学の知的資源と住民の知的交流をサポートしている 

 

（１）学校教育分野 

 

■高等学校からの大学見学・懇談 （経済学部・岸和田市立産業高等学校） 

7 月 10 日、岸和田市立産業高等学校の教諭と生徒が和歌山大学経済学部（栄谷キャンパス）を

訪問しました。経済学部教員による学部紹介、大講義室での授業やゼミ体験に続いて、岸和田市

立産業高校出身の在学生との懇談をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■大阪中学生サマーセミナー （協働教育センター） 

8 月 4 日、浪切ホールにて、大学コンソーシアム大阪および南大阪地域大学コンソーシアム

「大阪中学生サマーセミナー」を開催し、本学協働教育センター（クリエ）が中学生を対象に

科学教室「電子工作」を担当しました。近隣の中学生約 20 名が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■高等学校への出張授業（大阪府立岸和田高等学校） 

生徒に大学の授業にふれてもらい、今後の進路選択につな   

げてもらうという目的で、藤田和史経済学部准教授と吉田道  

代観光学部教授が講義を担当しました。そのうち、藤田准教 

授は、「グローバリゼーションと地域・産業を」テーマに 2 年 

生 25 名に授業をおこないました。 
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■岸和田市教育委員会との連携（教育学部ほか） 

本学教育学部の米澤好史教授、豊田充崇教授、山本奈美准教授、防災研究教育センター今西客 

員教授により、市内小中学校での生活指導・学力向上・特別支援等の分野における研修・助言・

授業研究等、約 20 件の協力を行いました。 

 

■和歌山大学教員免許状更新講習（岸和田会場） 

平成 27 年度和歌山大学教員免許状更新講習のうち、必修講習１科目を岸和田会場となる岸和田 

市立産業高等学校で実施しました。155 名の地域の学校教員の方々が受講しました。 
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（２） 生涯学習分野・まちづくり分野 

 

■岸和田市イメージ調査（岸和田市政策企画課） 

岸和田市総合戦略策定に当たって、市内外の若者が岸和  

田市に対して持っているイメージや意見を聴取するアンケ 

ート調査が本学の大学会館内で行われました。岸和田市政 

策企画課職員が待機するコーナーには 54名の学生が立ち寄 

り、回答に協力しました。学生からは、アンケート回答の 

ほか、市役所職員の仕事についての質問なども出ました。 

（6 月 30 日） 

 

 

 

■岸和田市議会議員研修（岸和田市議会） 

藤田和史経済学部准教授が「事情と事例で考える企業誘致－  

5W1H で整理する－」をテーマに研修講師を務めました。過去から 

現在に至る企業誘致施策について、また、現在進められている地 

方創生との関係についてもお話ししました。（8 月 7 日） 

 

 

 

■「地域調査研究」フィールドワーク（経済学部） 

食品・流通をテーマとしたフィールドワークとして、経済学部授業「地域調査研究」を履修す

る学生が岸和田市内の事業を訪問しました。学生に加えて、岸和田サテライト友の会会員有志も

参加し、交流しながら見学しました。（2 月 15 日～17 日） 

 

【協力企業・団体等】（敬称略） 

2 月 15 日  

・泉州卸売商業団地 

 ・岸和田中央青果株式会社 

 2 月 16 日 

 ・岸和田市漁業協同組合 

 ・株式会社米麦館タマヤ 

 2 月 17 日 

 ・蛸地蔵商店街 

・フードショップフジモト 

  

  

  



 

 

 

14 

 

■「連携ひろばワダイ×キシワダ」第 1 回交流会 

岸和田市内の事業所・団体の会員からなるサテライトを拠  

点とした交流促進組織「連携ひろばワダイ×キシワダ」の第 1  

回交流会を開催しました。第 1 回は、いずみの農業協同組合、 

浪切ホール、ラヂオきしわだ、岸和田サテライト友の会より 

出席いただき、岸和田市政策企画課と岸和田サテライトが進 

行を務めました。（2 月 13 日） 
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（３）岸和田サテライト友の会の活動支援 

 

岸和田サテライト友の会は、受講者（授業・「わだい浪切サロン」）の同窓会的組織です。会 

員の自主的企画運営による夏季および冬季講演会、岸和田市民フェスティバル出展、岸和田市

市民活動ステーション出展に際して、事務局の岸和田サテライトは各種の支援・協力をおこな

いました。 

 

■夏季講演会  

○開催  7 月 25 日（土）14 時～16 時 20 分（浪切ホール研修室）   

○内容 

   講演： 「相続制度と相続税・贈与税のあらまし」 

   講師： 田中 将 氏(大阪学院大学法学研究科教授/元和歌山大学客員准教授) 

 

○参加者  39 名（友の会会員、一般参加者） 

   

 

 

 

 

 

 

 

参加者アンケートより 

・今後の大学院授業の受講をするうえで、田中先生の講演が非常に参考になりました。FP 資格

を取得しているため、家族、友人からの相談を受ける（ボランティア）ことが多いので、今

後にいかしたいと思います。 

・相続税の概要、実情に即した内容の講義は大変有意義な内容でした。 

・友の会の活動内容が年々豊富になっているのに敬意を表します。新役員の方々の今後の活躍

に期待します。ご苦労ですがよろしくお願いいたします。 

・質問時間がもっとあっても良かった。高齢者にとっては、一般的事項ゆえ大変良かったです。 

 

■冬季講演会 

○開催   2016 年 2 月 13 日（土）14 時～16 時 15 分（浪切ホール研修室） 

○内容  

講演 1 「地図のチカラ！GIS(地理情報システム)と防災・まちづくり」 

講師： 照元 清峰 氏(人と防災未来センター研究主幹) 

講演 2 「岸和田市の耐震化の取り組み」 

   講師： 中村 公亮 氏(岸和田市まちづくり推進部建設指導課) 

  ○参加者  47 名（友の会会員、一般参加者） 
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参加者アンケートより 

（講演１） 

・GIS を利用した防災教育の有効性を感じました。防災教育の３つの領域を今後習得できるよ

う努めたいと思いました。 

・小学生が防災やコミュニティづくりのかなめになると感じました。 

・具体的な地図の使い方、落とし込み方の詳しい話が聞きたかった。 

（講演２） 

・岸和田市は耐震化行政の先駆者と感心した。また、金額評価での説明で理解しやすかった。 

・岸和田に住んでいながら、市の取り組みについて全く知りませんでした。先進的で良い取り

組みはどんどん広報していただきたいと思います。 

・今回のテーマは、もっと広く岸和田市民の方に広く広報してください。 

 

■第 38 回岸和田市民フェスティバル 

（協力：今西 武 防災研究教育センター客員教授、岸和田市危機管理課） 

 

○開催  5 月 3 日（祝）（岸和田市中央公園） 

○内容 「備えていますか？自分のために」 

展示と説明： 災害時のツナ缶ランプ実演・手回し発電機、非常持ち出し袋、ソーラークッカ  

       ー等 

製作体験：   新聞紙とペットシートを使った「マイトイレ」・ゴミ袋のカッパ 

パネル展示： 岸和田市ハザードマップ等のパネル、広島市土砂災害・避難所写真(危機管理課

より借用)、岸和田サテライトの事業内容等 

○参加者 約 460 名（うち製作体験 101 名） 
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■市民活動ステーション拡大版(コラボラ)（岸和田市立産業会館）  

岸和田市で活動する団体が活動をＰＲするパネル展に出展し、 

会の活動紹介やサテライト事業の内容紹介をおこないました。 

（2 月 20 日） 

 

 

 

 

■友の会幹事会 

夏季・冬季講演会の企画や市民フェスティバル参加等に向け 

て、１～２ヵ月ごとに幹事会を開催し、役員とサテライトスタ  

ッフが協力して運営をおこないました。 
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５ 組織体制・事務局機能 目指す姿Ⅳ：持続可能な連携組織となっている 

 

（１）組織的な連携推進 

 

◆地域連携戦略ビジョン・アクションプランに基づく事業実施  

2014 年度和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会において、  

「和歌山大学・岸和田市地域連携戦略ビジョン（2014-2023）」、 

「同アクションプラン（2014-2016）」が承認されました。2015 

年度は、2014 年度の事業評価に基きローリング方式で更新した 

アクションプラン（2015-2017）に沿って事業を実施しました。 

 

 

◆ローリング方式によるアクションプランの更新 

2015 年度の事業実施状況についても、年度末に評価シートを 

用いて検証をおこないました。４つの「目指す姿」のもと、11 

の各事業項目について、定量的・定性的評価をおこない、抽出 

した課題は次年度のアクションプラン（2016-2018）へ反映さ 

せました。 

 

 

■第 18 回和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会 

6 月 8 日、瀧 寛和 和歌山大学長、信貴 芳則 岸和田市長をは 

じめとする会員の出席により、今年度の協議会を開催しました。 

2014 年度事業報告、2015 年度事業方針および事業計画案の承認 

に続いて、大学と市の連携事業全般についての意見交換がおこ 

なわれました。（岸和田市役所） 

 

 

■和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会企画運営委員会 

地域連携推進協議会のもと、連携事業の企画・運営・調整を担  

 う企画運営委員会を、2015 年度は４回開催しました。 

第 1 回 4 月 22 日（岸和田市役所） 

第 2 回 10 月 26 日（和歌山大学） 

第 3 回 12 月 25 日（岸和田市役所） 

第 4 回 2016 年 3 月 24 日（和歌山大学） 

 

 

■調整会議 

和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会企画運営委員会のもと、大学と市の日常的な情報

交換と地域連携業務の調整を図るため、月例で担当者レベルの調整会議を実施しています。 
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■岸和田市協働推進チーム会議 

岸和田市自治振興課、政策企画課、生涯学習課、岸和田市ボ 

ランティアセンターなどの担当者とともに、情報交換、地域の 

課題共有、各種事業の調整などの月例会議に参加しました。 
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（２）地域連携コーディネーターの活動 

 

■第 4 回地域と大学を繋ぐコーディネーターのための研究実践セミナー 

大学の地域連携にかかわる教職員の研究研修事業として、  

和歌山大学地域連携・生涯学習センターの主催による合宿形 

式のセミナーを長野大学（上田市）において開催しました。   

本学からは、岸和田サテライト長、地域連携コーディネー 

 ター、地域連携・生涯学習センター長、同副センター長、同 

専任教員が出席しました。（9 月 11 日・12 日） 

 

■大阪府立大学「地域文化学」との連携 

「大学と地域の連携について －岸和田サテライトの取り組みとコーディネーターの役割－」

と題して、西田喜一地域連携コーディネーターが大阪府立大学Ｕホール白鷺において発表を行

ないました。サテライトの事業を紹介し、サテライト事業を通じて「大学と地域の連携とは何

か」を考え、そこでの地域連携コーディネーターの役割や課題、今後求められるものについて

発表しました。（11 月 12 日） 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

■岸和田市自治基本条例・協働推進員会議での報告 

岸和田市の自治基本条例には、「市民と事業者と市の協 

働によるまちづくり」が掲げられています。自治基本条 

例の推進委員（岸和田市職員）を対象とした研修におい 

て、「自治体と大学との連携事例」と題して、岸和田市政 

策企画課と岸和田サテライトから報告をおこないました。 

（3 月 4 日） 
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（３）広報活動・各種協力  

 

■ウェブサイト、Facebook ページの運営  

岸和田サテライトウェブサイト・ブログ・Facebook ページにおいて、各種事業の開催案内や 

実施後の記録公開など、速やかな情報発信に努めました。 

  

 

■「岸和田サテライト通信」発行 

サテライトの事業を定期的に学内外に紹 

介するために、「岸和田サテライト通信」    

（vol.17-19）を発行しました。授業や「わ  

だい浪切サロン」での配布や、ホームページ 

掲載によってお知らせしています。 

 

 

■岸和田商工会議所『きしわだ所報』連載 

岸和田商工会議所の会報『きしわだ所報』に本学教員の連載コラムを掲載しました。 

「ばらつきのはなし -品質と健康-」鈴木 新 システム工学部講師（2015 年 4 月号～9 月号） 

「世界は「管理会計」でできている」妹尾 剛好 経済学部准教授 （10 月号〜2016 年 3 月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■浪切ホール『ナミトモ』 

浪切ホール広報リーフレットに「わだい浪切サロン」をはじ 

めとする岸和田サテライト事業の案内を掲載しました。 

 

 

 

■岸和田サテライトリーフレット 

岸和田サテライトの機能、業務をコンパクトに紹介しています。 
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■和歌山大学説明会（入試課・各学部） 

岸和田市立浪切ホールにて「和歌山大学説明会 in 岸和田」  

を開催し、地域の高校生、保護者など 77 名の参加が 

ありました。（6 月 7 日） 

 

 

 

 

 

■取材・視察対応等の協力 

大韓民国の全州紀全大学より、評議委員長、事務局長の  

お二人が岸和田サテライトを視察訪問されました。 

（8 月 25 日） 

 

 

 

 

大阪府内の大学生が「岸和田市のこれから」というルポルタ  

ージュを作成するにあたって、岸和田サテライトを取材に訪 

れました。岸和田サテライトで実施している地域との連携事 

業を中心にお話しました。（10 月 16 日） 

 

 

 

 

和歌山大学新聞会の取材を受けて、岸和田サテライトの事 

業や地域の方々の利用状況を説明しました。（12 月 17 日） 

 

 

 

 

 

 

広島修道大学より、副学長・広島未来協創センター長、人 

間環境学部長のお二人が岸和田サテライトを視察訪問されま  

した。（3 月 17 日） 
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（４）地域からの問い合わせ対応 

 

2015 年 4 月～2016 年 3 月、電話、電子メール、訪問などによる 125 件の問合せ・相談がサテ 

ライトオフィスに寄せられました。各問合せ・相談に対して、回答、資料送付、本学各担当部 

署への照会などをおこない、速やかに対応しました。 

 

＜主な内容＞ 

・本学教員への指導・助言などの要請 

・本学学生への地域活動などの参加要請 

・サテライト開講授業（募集要項、開講内容、大学院への進学など）について  

・サテライトや学内の事業（「わだい浪切サロン」、各種セミナーなど）について 

・サテライトの業務内容、業務時間などについて  

・本学の入試（大学案内、一般・推薦・社会人入試など）について 

・教員免許状更新講習について   

・その他（本学の教育内容など） 
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A-2 履修・受講のべ人数の推移（2006年度～2015年度） 
   

           
年度 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 合計 

大学院 70 84 76 128 200 145 69 93 102 78 1045 

学部開放 ― ― 16 11 8 21 47 61 73 84 321 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2006年度 大学院経済学研究科・教育学研究科授業開始     

2008年度 学部開放授業開始        

2009年度 大学院経済学研究科修士課程（専門研究Ⅰ：租税法）開始     

2011年度 大学院経済学研究科科目の栄谷院生の履修制限実施、大学院教育学研究科科目休止 

 

 

大学院科目の履修者内訳              学部開放授業の履修・受講者内訳 
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A-3  2015年度授業アンケート結果 

 

大学院 回答数 52（回収率 67％） 

内訳：科目等履修生 17 大学院生 35 

 

（１）大学院科目履修者の年齢（ｎ=52） 
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（２）大学院科目履修者の男女比（ｎ=52） 

77%

23%

男性

女性

 

（３）大学院科目履修者の職業（ｎ=52） 

 



29 

 

（４）大学院科目履修者の居住地および勤務地（ｎ=52） 

 

 居住地 勤務地（現職のみ） 

岸和田市 ８ ４ 

泉南地域（貝塚市～岬町） ２ ２ 

泉北地域（堺市～忠岡町） ８ ８ 

大阪市 ７ １２ 

その他大阪府内の市町村※ ９ ３ 

和歌山県 ９ ７ 

兵庫県 ２ ２ 

無回答を含むその他 ７ ７ 

※和泉市、八尾市、大東市、東大阪市、摂津市 

 

（５）大学院科目履修者の岸和田サテライトへの通学手段（ｎ=52） 

 

（６）大学院授業の開講について知った手段（複数回答） 
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（７）大学院授業についての自由記述 

 

・大学院授業を初めて履修し、率直には科目の知識がないなかで聴講するのが精一杯のところも

ありましたが、学術論文作成のノウハウを説明していただき、後半の研究課題レポート発表へ

つなげていきたいと思います。（科目等履修生） 

・実務家の先生方のいろいろなお話が聞けて、とても勉強になりました。こんなに多くの個性豊

かな先生方の講義が聞ける機会はめったにないので、貴重な機会をありがとうございました。

（科目等履修生） 

・民法の科目を続けてほしい。（科目等履修生） 

・社会問題をテーマに扱った科目を希望。（大学院生） 

・引き続き科目等履修を続け、生涯学習していきたいと思います。（科目等履修生） 

・栄谷の附属図書館の資料をメールで取り寄せられるようにしてほしい。（大学院生） 

・募集要項のＨＰ掲載時期を明示してほしい。年間予定を把握したい。（科目等履修生） 

・自習室のＰＣ環境の改善（大学院生） 
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学部開放授業 回答数 38（回収率 45％） 

 

（１）学部開放授業履修・受講者の年齢（ｎ=38） 

 

 

（２）学部開放授業履修・受講者の男女比（ｎ=38） 

 

（３）学部開放授業履修・受講者の職業（ｎ=38） 
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（４）学部開放授業履修・受講者の居住地および勤務地（ｎ=38） 

 

 居住地 勤務地（現職のみ） 

岸和田市 １１ １ 

泉南地域（貝塚市～岬町） １３ ２ 

泉北地域（堺市～忠岡町） １ １ 

大阪市 ３ ２ 

その他大阪府内の市町村※ ３ １ 

和歌山県 ３ ４ 

無回答を含むその他 ４ １ 

※東大阪市、河内長野市 

 

（５）学部開放授業履修・受講者のサテライトへの通学手段（ｎ=38） 

 

 

（６）学部開放授業の開講について知った手段（複数回答） 
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（７）学部開放授業の履修・受講の動機（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

（８）学部開放授業についての自由記述 

 

・漱石の講演について知り、面白かった。落語を聞きに行き、漱石を違った角度から考察できて

よかった。 

・明治時代の市民運動について知らない出来事が多く、大変参考になった。 

・一つの授業に複数の先生もいいですね。たくさんのこと、角度から授業が受けられます。フィ

ールドワークがあるのもいいです。 

・複数の先生の連携がやや不十分なものを感じる。 

・社会人の方は余裕のできた方が多いように思います。 

・学部開放授業があまり知られていない、受講が生活にすぐに役立つなど、時間と費用を 

かけるメリットがわかりにくい、今解決したい社会の課題などにタイムリーに対応していな

い、受講手続きが面倒などがあると思います。 

・パソコンソフトを数種類使用したが、進行が速く、参考書等がなく、理解するのに時間がかか

った。 

・地理分野のコンピューターを駆使しての発展に驚くばかりで、お話の半分の理解度かもしれま

せんが、続編か、サイトでのフォローがあれば有難いです。 

・大人数で一斉にパソコンを使用するのは大変だと思います。 

・使うソフトの数は多くなくていいので、1つのソフトをもう少し長く使ってみたかった。 
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・パソコンを使う授業では、環境の違いによる動作の違い、個人のスキルの差をどのようにまと

めるか、今後検討していただきたい。この授業は栄谷（本学）での開講もあり。学部生にとっ

てはぜひとも受講すべき科目だと思う。（社会インフラ整備に GIS は欠かせないものになって

いるので）、上級編、大学院編を希望します。 

・プログラム等の転載可否に関連して、ライセンスに関する講義があるとよい。 

・地図で遊ぶことは、ホイジンガの「ホモ・ルーデンス」にもつながっていて、とても知的な学

問です。 

・授業の回数を多くしてほしい。8月～9月、2月～3月にも開講してほしい。 

・一層の発展を願います。 

・丁寧な授業とスタッフの方のご配慮で楽しく学ばせていただきました。 
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31% 

69% 

女性 男性 

Ｂ-1 わだい浪切サロン 男女別参加者数・割合の推移（第 1回～第 80回） 

 

（１）参加者数（男女別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）男女別人数と割合 
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48% 52% 
岸和田市民 

他市民 

Ｂ-2 わだい浪切サロン 居住地別参加者数・割合の推移（第 1回～第 80回）  

 

（１）参加者数（岸和田市民・他市民） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）岸和田市民・他市民の人数と割合 
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26% 

74% 

初めての参加 

2回以上の参加 

Ｂ-3 わだい浪切サロン 新規参加者数・割合の推移（第 1回～第 80回）   

 

（１）参加者数（初めての参加・2回以上の参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）初めての参加者数・2回以上の参加人数と割合 
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D  2015年度岸和田市附属機関委員等の就任状況 

 

 

 

 

附属機関名 教員名 所属 

環境審議会 原 祐二 システム工学部准教授 

環境審議会 吉田 登 システム工学部教授 

子ども子育て会議 米澤 好史 教育学部教授 

建築審査会 足立 基浩 経済学部教授 

開発審査会 堀田 祐三子 観光学部教授 

景観審議会 堀田 祐三子 観光学部教授 

産業活性化推進委員会 藤田 和史 経済学部准教授 

公共施設マネジメント検討委員会 足立 啓 システム工学部教授 

公共施設マネジメント検討委員会 大井 達雄 観光学部准教授 

都市政策研究アドバイザー（統計分析） 大井 達雄 観光学部准教授 

都市政策研究アドバイザー（空き家対策） 藤田 和史 経済学部准教授 

総合戦略策定アドバイザー 藤田 和史 経済学部准教授 

生物多様性地域戦略部会 中島 敦司 システム工学部教授 

中学校給食準備委員会 加藤 芳伸 教育学部特任教授 



43 

 

 

E-1  和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会名簿（2015年度） 

 

和 歌 山 大 学 岸 和 田 市 

学長 瀧  寛 和 市長 信 貴 芳 則 

理事 

（教育学生支援担当） 
池 際 博 行 副市長 大 原 好 照 

理事 

（産学連携、国際交流） 
呉  海 元 副市長 根 来 喜 之 

副学長 森 口 佳 樹 教育長 樋 口 利 彦 

地域連携・生涯学習センター 

副センター長 
金 子 泰 純 産業振興部長 小 山 藤 夫 

岸和田サテライト長 藤 田 和 史 学校教育部長 須 賀 俊 介 

岸和田副サテライト長 片 山 聡一郎 生涯学習部長 松 阪 正 登 

総務課地域連携室長 西 川 博 紀 企画調整部長 森 口 茂 樹 

  
企画調整部 

政策企画課長 
藤 浪 秀 樹 

 

E-2  和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会企画運営委員会名簿（2015年度） 

和 歌 山 大 学 

岸和田サテライト長（経済学部准教授） 藤 田 和 史 代表委員 

岸和田副サテライト長（教育学部教授） 片 山 聡一郎  

総務課地域連携室長 西 川 博 紀  

総務課地域連携室地域連携係長 森 本 充 昭  

岸和田サテライト地域連携コーディネーター 神 谷 千 春  

岸和田サテライト地域連携コーディネーター 西 田 喜 一  

岸 和 田 市 

企画調整部政策企画課長 藤 浪 秀 樹 代表委員 

企画調整部政策企画課職員 橋 本   純  

企画調整部政策企画課職員 井 元 智 美  

企画調整部政策企画課職員 酒 井 久仁子  
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E-3  連携ひろばワダイ×キシワダ 会員名簿（2015年度） 

 

E-4 和歌山大学岸和田サテライト教職員名簿（2015年度） 

 

 所    属 氏  名（敬称略） 

会員 いずみの農業協同組合 村 中 正 俊 

会員 岸和田商工会議所 西 岡 數 房 

会員 大阪鉄工金属団地協同組合 原 山 充 弘 

会員 岸和田市観光振興協会 武 田 吉 清 

会員 岸和田市立浪切ホール 近 松 健 二 

会員 特定非営利活動法人ラヂオきしわだ 梶 野 昭 太 郎 

会員 和歌山大学岸和田サテライト友の会 鱧 谷   納 

職   名 所 属 氏  名 

サテライト長 経済学部准教授 藤 田 和 史 

副サテライト長 教育学部教授 片 山 聡 一 郎 

地域連携コーディネーター 総務課地域連携室 神 谷 千 春 

地域連携コーディネーター 総務課地域連携室 西 田 喜 一 

事務担当 総務課地域連携室 梅 田 由 美 
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F 活動記録                                （場所の記載のないものは岸和田サテライト） 

 

■2015 年 4 月 

06  岸和田市民フェスティバル説明会 

（岸和田市職員会館） 

11  友の会幹事会 

15  第 71 回わだい浪切サロン 

19  岸和田サテライト友の会 

22  第 1 回企画運営委員会（岸和田市役所） 

29  岸和田市民フェスティバル準備（中央公園） 

 

■5 月 

02  岸和田市民フェスティバル設営（中央公園） 

03  岸和田市民フェスティバル（中央公園） 

15  「岸和田市山手のまちづくり研究」第 5 回研究会 

（和歌山大学） 

16  友の会幹事会 

20  第 72 回わだい浪切サロン 

22  岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

23  学部開放授業「漱石と大阪」現地学習（堺市） 

 

■6 月 

04  「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究」 

第 1 回研究会（岸和田市役所） 

07  大学説明会 in 岸和田取材（浪切ホール） 

08  第 18 回和歌山大学・岸和田市地域連携推進協議会 

（岸和田市役所） 

15  「岸和田市山手のまちづくり研究」第 6 回研究会 

（和歌山大学） 

17  第 73 回わだい浪切サロン 

19  岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

22  「岸和田市山手のまちづくり研究」第 7 回研究会 

（現地調査：岸和田市内） 

30  岸和田市イメージ調査（和歌山大学） 

 

■7 月 

04  学部開放授業「漱石と大阪」現地学習（大阪市） 

10  市立産業高校経済学部見学同行取材（本学経済学部） 

   「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究」  

第 2 回研究会（岸和田市役所） 

11  友の会幹事会 

16  第 74 回わだい浪切サロン 

25  友の会夏季講演会（浪切ホール） 

 

 

■8 月 

04  大阪中学生サマーセミナー（浪切ホール） 

21  岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

25  大韓民国全州紀全大学からの視察対応 

（岸和田会場・浪切ホール） 

29-30 社会教育推進全国協議会、第 55 回社会教育研究全国

集会（盛岡市） 

 

■９月 

11-12 地域と大学を繋ぐコーディネーターのための研究実

践セミナー（上田市） 

16  第 75 回わだい浪切サロン 

25   岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

 

■10 月 

01  「岸和田市山手のまちづくり研究」第 8 回研究会 

05  「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究」  

第 3 回研究会（岸和田市役所） 

21  第 76 回わだい浪切サロン 

26  第 2 回企画運営委員会（和歌山大学） 

29  「岸和田市山手のまちづくり研究」第 9 回研究会 

30  岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

31  友の会幹事会 

 

■11 月 

09  「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究」  

第 4 回研究会（岸和田市役所） 

12  大阪府立大学「地域文化学」での報告（大阪府立大学） 

14  友の会幹事会 

16    COC＋学内説明会（和歌山大学） 

18  第 77 回わだい浪切サロン 

20  岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

27  「岸和田市山手のまちづくり研究」視察調査 

（加古川市） 

 

■12 月 

08  関西産業人材シンポジウム（大阪市） 

13  南紀熊野サテライト 10 周年記念イベント（田辺市） 

16  第 78 回わだい浪切サロン 

17  和歌山大学新聞会取材対応 

25  第 3 回企画運営委員会（岸和田市役所） 
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■2016 年 1 月 

18  「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究」  

第 5 回研究会（岸和田市職員会館） 

20  第 78 回わだい浪切サロン 

22  岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

23  友の会幹事会 

30  地域発展学習プログラムの開発と実施に関するセミナ

ー（浪切ホール） 

 

■2 月 

13 友の会冬季講演会（浪切ホール） 

15-17 「地域調査研究」フィールドワーク（岸和田市内） 

20 市民活動ステーション拡大版「コラボラ」出展 

（市立産業会館） 

26  協働推進チーム会議（市立公民館） 

   

■3 月 

04  岸和田市自治基本条例・協働推進員会議 

（岸和田市職員会館） 

12  友の会幹事会 

16   第 80 回わだい浪切サロン  

18   岸和田市協働推進チーム会議（市立公民館） 

   地方創生フォーラム（東京千代田区） 

22   「少子化社会における学校のあり方をめぐる研究」  

第 6 回研究会（岸和田市職員会館） 

24  第 4 回企画運営委員会（和歌山大学） 
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